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67
回
目
を
迎
え
た
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
。
世
界
の
核
廃
絶

を
求
め
る
運
動
は
、
福
島
原
発

事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
が
、

世
界
各
国
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
た
こ
と
も
重
な
っ
て
特
別
の

意
義
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
大

き
く
前
進
し
発
展
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
核
兵

器
禁
止
条
約
の
交
渉
開
始
を
求
め
る

「
核
兵
器
全
面
禁
止
の
ア
ピ
ー
ル
」

国
際
署
名
（
総
数
57
万
余
名
）
を
持

ち
寄
っ
て
の
参
加
で
す
。

こ
の
一
年
間
は
、
昨
年
の
Ｎ
Ｐ

Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
再
検
討
会

議
で
全
会
一
致
で
確
認
さ
れ
た

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
へ
具
体

的
行
動
へ
と
発
展
さ
せ
た
年
で
し

た
。一

つ
は
、
国
連
総
会
で
、
マ
レ
ー

シ
ア
な
ど
が
提
案
し
た
核
兵
器
禁

止
の
交
渉
の
再
開
を
求
め
る
決
議

へ
の
賛
成
が
、
史
上
最
高
の
１
３

３
カ
国
に
達
し
た
こ
と
。

二
つ
目
は
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
て
い
る
平

和
市
長
会
議
へ
の
参
加
自
治
体
が
、

一
年
間
で
大
き
く
増
え
、
１
５
１

カ
国
、
４
８
９
２
都
市
へ
と
拡
大

し
た
こ
と
で
す
。

三
つ
目
は
、
２
０
１
１
年
２
月

に
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
開

始
」
を
求
め
る
国
際
署
名
が
力
強

く
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

大
会
で
は
、
史
上
最
悪
規
模
の

原
発
事
故
に
対
し
、
「
原
発
ゼ
ロ

の
日
本
」
を
め
ざ
す
運
動
と
「
核

の
な
い
世
界
」
を
め
ざ
す
運
動
が
、

「
核
」
に
よ
る
被
害
者
を
出
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
一
致
点
を
大

切
に
し
て
二
つ
の
運
動
を
発
展
さ

せ
な
が
ら
大
き
く
連
帯
す
る
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参
加

さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
、
連
帯
を
表

明
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
私
は
み
な
さ
ん
と

同
じ
く
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の

実
現
を
希
求
し
て
い
ま
す
」
と
述

べ
、
最
後
に
、
「
こ
の
大
義
の
実

現
の
た
め
に
、
み
な
さ
ん
を
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
と
も
に
活
動
で
き

る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」

江
東
民
商
事
務
局

高
橋
修
太
（
27
歳
）

大
会
に
参
加
し
て
感
じ
た
の
は
、

震
災
に
お
け

る
原
発
問
題

の
影
響
が
と

て
も
大
き
い

と
い
う
こ
と

で
し
た
。
原

発
に
関
し
て
の
問
題
意
識
が
正
直

小
さ
か
っ
た
中
で
こ
の
よ
う
な
悲
惨

な
出
来
事
が
起
き
ま
し
た
。

放
射
能
の
影
響
は
恐
ろ
し
い
。

知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、

今
回
の
大
会
で
改
め
て
そ
の
恐
怖

を
再
確
認
し
ま
し
た
。
日
本
に

「
核
」
は
ど
ん
な
形
で
も
い
ら
な

い
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
を
仲
間
と

共
有
で
き
た
の
は
自
分
に
と
っ
て

大
き
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

66
年
目
の
終
戦
記
念
日
。

大
震
災
か
ら
５
カ
月
余
。

放
射
能
汚
染
が
広
が
る

被
災
地
の
惨
状
は
、
原

爆
の
爆
心
地
や
大
空
襲

の
焼
跡
の
記
憶
と
重
な
っ
て
き
ま
す

▼
東
京
大
空
襲
の
語
り
部
の
方
々
か

ら
聞
き
ま
し
た
。
悲
惨
な
体
験
談
の

後
で
子
ど
も
た
ち
に
「
な
ぜ
戦
争
を

止
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
？
」
と
質
問

さ
れ
て
一
瞬
絶
句
し
て
し
ま
っ
た
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
当
時
は
質
問

者
よ
り
幼
か
っ
た
体
験
者
の
困
惑
は

無
理
も
な
い
こ
と
で
す
▼
そ
の
歴
史

的
背
景
に
は
、
日
本
で
は
ド
イ
ツ
と

違
っ
て
ア
メ
リ
カ
単
独
占
領
下
で
戦

争
責
任
が
明
確
に
追
及
さ
れ
な
か
っ

た
だ
け
で
な
く
、
Ａ
級
戦
犯
・
岸
信

介
が
復
活
し
て
政
権
を
に
ぎ
り
ま
し

た
。
非
核
三
原
則
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

受
け
た
彼
の
実
弟･

佐
藤
栄
作
元
首

相
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
核
密
約
で
日

本
を
核
戦
争
の
基
地
に
し
ま
し
た
▼

こ
の
異
常
な
政
治
の
根
源
は
脈
々
と

継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
例
、

中
学
校
の
歴
史
と
公
民
の
教
科
書
を

め
ぐ
り
、
侵
略
戦
争
を
「
自
存
自
衛
」

「
ア
ジ
ア
解
放
」
と
正
当
化
し
、
改

憲
を
主
張
す
る
有
鵬
社
、
自
由
社
の

教
科
書
の
採
択
を
強
要
す
る
自
民
党

の
策
動
で
す
▼
こ
の
夏
、
区
内
で
は
、

平
和
委
、
健
康
友
の
会
９
条
の
会
、

守
る
会
が
、
次
々
と
沖
縄
、
原
発
、

「
私
と
戦
争
」
な
ど
戦
争
体
験
を
語

り
継
ぐ
つ
ど
い
を
開
催
。
９
月
４
日

に
は
大
島
４
丁
目
団
地
で
大
運
動
実

行
委
の
９
条
署
名
行
動
が
提
起
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
広
が
っ
て
、
国
の
あ
り
方
を
根
本

か
ら
変
え
る
力
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

7
月
19
日
、
区
議
会
の
清
掃

港
湾
・
臨
海
部
対
策
特
別
委
員

会
で
共
産
党
以
外
の
自
民
党
、

公
明
党
、
み
ん
な
の
党
、
民
主

党
な
ど
の
オ
ー
ル
与
党
が
、
豊

洲
の
東
京
ガ
ス
跡
地
へ
の
築
地

市
場
移
転
を
「
大
枠
で
了
承
す

る
」
と
決
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

共
産
党
の
斉
藤
信
行
委
員
と

大
つ
き
か
お
り
委
員
は
、
こ
れ

ま
で
繰
り
返
し
①
土
壌
汚
染
や

地
下
水
汚
染
の
調
査
が
極
め
て

不
十
分
で
あ
る
。
②
都
の
土
壌

汚
染
対
策
は
、
日
本
環
境
学
会

や
市
場
関
係
者
、
都
民
か
ら
多

く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
③
東
日
本
大
地
震
で
１
０

８
カ
所
の
液
状
化
が
起
き
て
い

る
。
④
食
の
安
全
を
守
る
上
で
、

現
在
地
で
の
再
整
備
が
最
適
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
主
張
し
て
き

ま
し
た
。

山
崎
区
長
と
オ
ー
ル
与
党
は
、

新
市
場
の
豊
洲
移
転
と
地
下
鉄

8
号
線
の
建
設
を
リ
ン
ク
さ
せ
、

都
に
「
8
号
線
建
設
の
取
り
組

み
が
弱
い
」
と
主
張
し
て
き
ま

し
た
。
7
月
15
日
、
都
の
佐
藤

副
知
事
が
山
崎
区
長
を
訪
ね
て

「
8
号
線
建
設
に
最
大
限
の
努

力
を
傾
注
し
て
い
く
」
と
表
明

し
た
こ
と
で
、
豊
洲
へ
の
受
け

入
れ
を
認
め
た
も
の
で
す
。

共
産
党
区
議
団
は
、
8
号
線

建
設
は
築
地
市
場
の
移
転
に
拘

わ
ら
ず
江
東
区
の
ま
ち
づ
く
り

か
ら
必
要
で
あ
り
、
都
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。
築
地
市
場
移
転
の
取
引

条
件
で
は
な
い
、
独
自
の
課
題

だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

福
島
原
発
事
故
の
放
射
能
汚

染
で
、
食
の
安
全
が
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
豊
洲
東

京
ガ
ス
跡
地
の
土
壌･

地
下
水

汚
染
、
液
状
化
現
象
な
ど
魚
や

野
菜
を
安
全
に
扱
え
る
場
所
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
地
で
の

再
整
備
を
求
め
る
世
論
と
運
動

を
広
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

共
産
党
以
外
の
オ
ー
ル
与

党
が
豊
洲
へ
の
「
築
地
市

場
移
転
を
了
承
」

「
核
」
は
ど
ん
な
形
で
も

い
ら
な
い

原水爆禁止世界大会（2011・8・6）
─核兵器のない平和で公正な世界を─

禍
根
の
こ
す
区
長
「
英
断
」

オ
ー
ル
与
党
が
同
調

都
の
土
壌
汚
染
・
地
下
水

汚
染
対
策
で
は
食
の
安
全

は
守
れ
な
い

豊
洲
移
転
は
「
地
下
鉄
８

号
線
建
設
と
の
取
引
材
料

で
は
な
い
」

食
の
安
全
か
ら
現
在
地
で

の
再
整
備
を
求
め
る
声
を

広
げ
よ
う

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

こ
う
と
う
民
報
編
集
部

※
写
真
は
、
旧
中
川
・
ふ
れ
あ

い
橋
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
東

京
大
空
襲
犠
牲
者
追
悼
の
「
灯

篭
流
し
」

原
水
爆
禁
止
２
０
１
１
年
世
界
大
会
長
崎
が
７
日
〜
９
日
に

開
か
れ
、
海
外
と
全
国
か
ら
７
８
０
０
人
（
江
東
19
名
）
が
参

加
し
ま
し
た
。
ま
た
パ
ン
・
ギ
ム
ン
国
連
事
務
総
長
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

パ
ン
・
ギ
ム
ン
国
連
事
務
総
長

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ



８
月
13
・
14
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
江
東
平
和
委
員
会
は
、
「
沖

縄
・
少
・
タ
イ
ム
」
を
江
東
文
化

セ
ン
タ
ー
（
視
聴
覚
室
）
で
開
催

し
ま
し
た
。

江
東
平
和
委
員
会
代
表
の
木
村

直
さ
ん
は
、
挨
拶
の
中
で
「
日
本

平
和
委
員
会
は
、
戦
後
の
平
和
運

動
の
な
か
で
一
番
に
起
ち
あ
が
っ

た
『
平
和
運
動
の
老
舗
』
の
組
織

で
す
。
原
水
禁
運
動
、
安
保

闘
争
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
、
沖

縄
返
還
闘
争
な
ど
一
貫
し
て

平
和
委
員
会
は
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
き
ま
し
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
江
東
教
師
平

和
の
会
で
活
動
し
て
き
た
青

木
佳
子
さ
ん
が
、
第
五
福
竜

丸
保
存
運
動
の
生
々
し
い
歴

史
と
、
江
東
の
平
和
運
動
の

先
進
的
な
取
り
組
み
を
話
し
、

「
座
・
お
花
畑
」
６
人
の
皆

さ
ん
に
よ
る
構
成
詩
「
子
ど

も
核
廃
」
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
は
映
画
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」

が
上
映
さ
れ
、
モ
ノ
ク
ロ
の
映
像

に
66
年
前
の
悲
惨
な
戦
争
を
改
め

て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
松
原
未
知
さ
ん
の

「
空
を
返
せ
」
「
日
本
が
見
え
る
」

「
女
」
の
詩
の
朗
読
に
、
普
天
間

高
校
出
身
の
中
澤
節
子
さ
ん
の
三

線
の
演
奏
が
花
を
添
え
ま
し
た
。

今
年
11
月
に
は
、
沖
縄
で
「
日

本
平
和
大
会
」
が
開
か
れ
ま
す
。

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
66
年
前
の

８
月
６
日
と
同
じ
よ
う
に
暑
い
広

島
市
に
、
延
べ
１
５
０
０
０
人
の

母
親
・
女
性
が
集
ま
り
、
江
東
区

か
ら
は
区
職
、
教
組
、
新
婦
人
、

民
商
、
江
退
教
な
ど
の
代
表
23
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

政
治
の
力
が
国
民
に
き
ち
ん
と

届
か
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
る

毎
日
の
暮
ら
し
の
こ
と
や
、
東
日

本
大
震
災
、
原
発
問
題
な
ど
を
女

性
の
視
点
で
論
議
し
、
行
動
提
起

し
た
２
日
間
に
な
り
ま
し
た
。

全
大
会
の
湯
浅
誠
さ
ん
の
講
演

「
貧
困
な
く
し
人
間
ら
し
く
生
き

ら
れ
る
社
会
を
つ
く
る
」
や
特
別

参
加
の
ク
ミ
コ
さ
ん
の
「
Ｉ
Ｎ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
〜
祈
り
〜
」
の
歌
を
聞
い
て
、

改
め
て
「
命
を
生
み
だ
す
母
親
は

命
を
育
て
命
を
守
る
こ
と
を
の
ぞ

み
ま
す
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、
若

い
世
代
に
太
く
、

長
く
引
き
継
い

で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

こ う と う 民 報 ２０１１年 ８月号 №８２ －２－

「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
」
「
ノ
ー
モ
ア
・
フ
ク
シ
マ
」

第
57
回

日
本
母
親
大
会

江戸時代のはじめ頃は、利根川

と荒川は千住・鐘ヶ淵あたりで合流して隅

田川となり、いまの東京湾が内陸に深く入

り込んでいた「葛飾湾」に注いでいました。

この２つの川の河口に形成されたデルタ(三

角州)地帯には、亀島、大島、宝六島(砂町)、

永代島、越中島など、たくさんの島や浮州

ができていました。

これらの島が埋め立てによって結ばれ、

陸地になったのが、現在の江東区です。こ

の葦が茂った低湿地だったこの地帯に、原

始から中世に人々が定住した形跡は見当た

りません。

江東区にある最古の金石文は深川２丁目

の心行寺の五重石塔に刻まれていますが、1

324年、鎌倉時代の末期のものです。

また、亀戸３丁目の普門院に1421年奉納

の石灯籠・亀戸6丁目の自性院に1435年の年

号が刻まれた宝筐印塔などがありますが、

実は心行寺は1633年に中央区八丁堀から、

普門院は1616年に荒川区、自性院も1662年

に墨田区から、それぞれ移転してきたもの

で、初めから江東区にあったのではありま

せん。

江東区の歴史は、1590年に全国を統一し

た豊臣秀吉から関八州を与えられた徳川家

康が江戸に入った近世から始まったのです。

近世というのは、それまでの中世と違っ

て、今の日本にひきつがれている日本文化

が花開く時期ですが、江東区の歴史も近世

の開幕とともに、全く新しく、フロンティ

ア精神のような逞しい意気と情熱をもって

建設されていきます。

＊題字は細田隆善氏

「江東デルタ地帯の形成」 概説 沖縄・少・タイム
～戦争を語り継ぐつどい～

新
婦
人
江
東
支
部
・

辰
巳
班
、
豊
洲
班
は
８

月
５
日
に
福
島
県
浪
江

町
の
方
４
人
を
迎
え
て

歓
迎
の
交
流
・
食
事
会

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

避
難
生
活
の
中
で

「
先
の
見
え
な
い
事
態

が
一
番
不
安
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

５
カ
月
た
っ
て
よ
う

や
く
日
本
赤
十
字
か
ら

の
義
援
金
と
し
て
冷
蔵

庫
や
洗
濯
機
な
ど
家
電

品
が
届
き
ま
し
た
が
、

も
う
す
で
に
購
入
済
み

の
も
の
も
あ
り
「
困
っ

て
い
る
」
と
い
う
声
も

あ
り
ま
し
た
。

仕
事
が
な
く
収
入
の

道
も
た
た
れ
、
一
時
帰

宅
す
る
の
に
も
交
通
費
、

防
護
服
な
ど
は
自
己
負

担
。
靴
も
手
袋
も
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
そ
の
負
担
が
重
く
の

し
か
か
り
ま
す
。
「
せ
め

て
義
援
金
は
現
金
で
ほ
し

い
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

盛
り
だ
く
さ
ん
の
手
作

り
料
理
に
「
こ
ん
な
に
美

味
し
く
食
事
を
し
た
の
は

避
難
し
て
き
て
か
ら
始
め

て
で
す
」
と
感
想
を
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東雲公務員宿舎で避難生活をしている
福島県・浪江町のみなさんと交流・食事会

～新婦人江東支部～

「
座
・
お
花
畑
」
に
よ
る

構
成
詩
の
朗
読

大
会
に
参
加
し
た

江
東
代
表
の
み
な
さ
ん

〜
行
事
日
程
〜

9
月
3
日
（
土
）
「
う
た

ご
え
交
流
会
」

９
月
４
日
（
日
）
「
亀
戸

事
件
」

（
＊
７
月
号
に
掲
載
）

9
月
3
・
4
日
（
土
・
日
）

「
青
年
合
宿
」
佐
野
市

秋
山
学
寮
、
江
東
青
年

後
援
会
・
ハ
ピ
鍋
隊

9
月
4
日
（
日
）
「
憲
法

9
条
守
れ
！
団
地
署
名

行
動
」
9
時
半
〜
（
総

合
区
民
セ
ン
タ
ー
集
合
）

大
島
4
丁
目
団
地
、
江

東
大
運
動
実
行
委
員
会

9
月
17
日
（
土
）
「
地
域

労
組
こ
う
と
う
第
３
回

定
期
大
会
」
16
時
〜
森

下
文
化
セ
ン
タ
ー
（
第

２
研
修
室
）

9
月
26
日
（
月
）
「
消
費

税
増
税
反
対
宣
伝
・
署

名
行
動
」
17
時
半
〜
豊

洲
ビ
バ
ホ
ー
ム
前
・
江

東
各
界
連

10
月
1
日
（
土
）
「
江
東

区
労
連
青
年
部
第
11
回

定
期
大
会
」
19
時
〜
江

東
文
化
セ
ン
タ
ー
（
第

１
研
修
室
）

（１）

７
月
30
・
31

日
に
開
催
さ
れ

た
第
57
回
日
本

母
親
大
会
に
参

加
し
た
伊
原
静

江
さ
ん
の
手
記

が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

大平榎（亀戸・天祖神社）
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